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名称 単・共

Effectiveness of emotional intelligence

training on nurses' and nursing

students' emotional intelligence,

resilience, stress, and communication

skills: a systematic review and meta-

analysis

共著 あり

Tetsuharu Kawashima; Yuma

Ota; Gen Aikawa; Mayumi

Watanabe; Kaoru Ashida;

Hideaki

       Sakuramoto.

2025.8

Barriers and Practices of Intensivists

and Nurses in Family Conferences and

Ethical Climate in Intensive Care Units

共著 あり

Tetsuharu Kawashima, Kaoru

Ashida, Yasuyo Yoshino, Satomi

Kinoshita.

2025.5

American Journal

of Hospice &

Palliative Medicine.

1049909125134321

1.

Nurse Education

Today. Volume 151,

106743.

〇

〇

（２）論文

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）23k09969

ICUでの終末期ファミリーカン

ファレンスに関する介入プログラ

ムの開発

研究代表者 2023.4-2027.3

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（４）その他

看護師と看護学生へのEmotional

Intelligenceトレーニングの効果：システ

マティックレビュー・メタアナリシス

共同
第45回 日本看護科学学会

学術集会（新潟）

〇川島徹治, 太田雄馬, 相川玄, 渡辺真弓,

蘆田薫, 櫻本秀明
2025.12

看護学生に対する拡張現実を用いた教育

の効果：システマティックレビュー・メ

タアナリシス

共同
第45回 日本看護科学学会

学術集会（新潟）

〇太田雄馬, 相川玄, 西村礼子, 川島徹治,

今中良太, 櫻本秀明
2025.12

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

該当なし

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴
2013年ｰ17年 筑波大学附属病院、2018年ｰ21年 みさと健和病院、2021年ｰ23年 関東学院大学看護学部助教、2023年ｰ

26年 関東学院大学看護学部准教授、2026年ｰ 埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科准教授

所属学会（役職）日本クリティカルケア看護学会、日本看護科学学会、日本集中治療医学会、日本緩和医療学会

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

研究分野 クリティカルケア、臨床看護、看護教育

学位 博士（看護学）

学歴
2009年ｰ13年 筑波大学医学群看護学類

2017年ｰ23年 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科（5年一貫制博士課程）

氏名 川島　徹治 部署 看護学科 職名 准教授
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該当なし

該当なし

８．特記事項

該当なし

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし

該当なし

日本私立看護系大学協会 看護学研究奨励賞 日本私立看護系大学協会 2025.8

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

和光市役所 介護認定審査会審査委員 2023.4-2026.3

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

第53回日本集中治療医学会学術集会 U35

コンシェルジュブース

日本集中治療医

学会
若手看護師、研究者のキャリア相談 2026.3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

該当なし 主指導 名 副指導 名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

該当なし

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者


